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７．アクションプラン 追加プロジェクト

４－②
名称 花いっぱい運動の展開

場所 東本郷地区全体

計画の内容

〇地域での活動要望の高い「花いっぱい運動」の活動場所や管理などについて考えます。

〇具体的には、特定の場所や散歩道沿いにおける花木の植栽や、花と緑の魅力を地域に広めるPR活動など
が考えられます。

〇東本郷まちづくり協議会では、これまで河川敷の花壇再生と管理について検討を進めてきました。この取組
みから派生して、紫草をシンボルとし、青、紫を基調とする草花でまちを一杯にする「美しいまち（パープルタウ
ン）」を目指すことを目的とした「横浜紫草の会」が発足しました。その取り組みの中で、平成27年度には、横
浜市と地域緑化計画の協定を締結しました。
今後は、「横浜紫草の会」による地域緑のまちづくりを推進していきます。

プロジェクト４ 緑の地域づくり

地区プラン関連項目
方針2 (1)計画的開発区域 ●花の植栽
方針4 (4)鶴見川河川敷の管理と整備
●散歩道沿道への花の植栽、維持管理の実施
方針4 (2)緑の保全と創造 ●住宅地の緑化
●緑の保全
方針5 (3)花いっぱい運動 ●各地域における花いっぱい運動
方針6 (2)出会いと交流の北進
●地域の住民と交流する機会
●イベントの開催
方針6 (3)地域活動の推進
●人材の発掘 ●地域の活動・調査・情報公開

内容 市民・地域の役割 横浜市の役割 備考
短期 花いっぱい運動のメンバーを

呼びかけます。
・地元への呼びかけ ・苗木、種、コンテナ

などの補助について
の紹介

横浜紫草の会による地域緑の
まちづくりを進めていきます。

・花壇・緑化整備
・地元への呼びかけ

・補助の交付

花いっぱい運動を展開します。
「小型バス停留所の緑化」
「ケヤキ並木の足元緑化」
「東本郷小学校などの公共施
設緑化」
「鶴見川花壇づくり」

・地元合意形成
・緑化活動
・維持管理、清掃活
動など

・設置の許可など ・苗木などについては、
横浜市緑の協会、環
境創造局による補助
を活用していきます。

宅地内、建物前面の緑化推進
による緑のＰＲ活動

・自治会が主体と
なったガーデニン
グイベントの開催
など

・緑の魅力のPRなどは、
地域まちづくり推進
条例の助成制度を活
用しながら進めてい
きます。

・合わせて、緑地協定
の締結に向けた検討
を進めます。
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【地域緑化計画の概要】

赤字：Ｈ29.4追加

計画名 紫草の花咲くまちづくり

推進団体名 横浜紫草の会
計画概要 ・絶滅危惧種である和種紫草（ムラサキ）をシンボルとして、白・黄・青・紫

の草花が咲き乱れる「美しいまち（パープルタウン）」運動を展開する。ム
ラサキの栽培、紫根染めに興味を持つ仲間（会員）が結集して、東本郷里山
体験農場にビニールハウスを組み立て、白・青・紫など四季折々の花苗を育
て、まちの花壇へ提供する。

・具体的には、東本郷第一団地みどり会、東本郷第二団地、スタンレーヒルズ
自治会では、自治会ぐるみで花壇づくりや緑化に取り組む。戸建て住宅では、
会員がコンテナ、ポットに四季を通じて花を植栽する。学校周辺のコンク
リートや鉄骨のむき出し部分を緑化整備して緑で覆い、会員が花苗を植え、
花壇を維持管理する。東本郷最大のお祭り「ひがほん郷まつり」で藍染め、
紫根染めの体験教室を開催し、広く「美しいまち（パープルタウン）」をＰ
Ｒする。
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７．アクションプラン 追加プロジェクト

４－④
名称 鶴見川河川敷管理と整備

場所 鶴見川河川敷

計画の内容

〇「東本郷水と緑の回廊協議会」などが主体となって、河川敷の清掃、遊歩道沿道へ桜並木の延長、維持管
理の実施、及び水辺に親しむ空間としての整備などをおこないます。

〇また、住民・ボランティア団体と行政の協働により、鶴見川河川敷の管理と整備を進めていきます。

〇鶴見川河川敷の桜並木は、市民と横浜市の協働により、適正に維持管理していきます。

赤字：Ｈ29.4追加
プロジェクト４ 緑の地域づくり

地区プラン関連項目
方針4 (4)鶴見川河川敷の管理と整備
●レクリエーションの場としての整備
●散歩道沿道への花の植栽、維持管理

の実
方針6 (2)出会いと交流の北進
●地域の住民と交流する機会
●イベントの開催
●地域間での情報交換
方針6 (3)地域活動の推進
●人材の発掘

内容 市民・地域の役割 横浜市の役割 備考
短期 鶴見川河川敷を管理す

るメンバーを呼びかけ
ます。

・地元への呼びかけに
よる担い手の拡大

・学校などへの呼びか
け

鶴見川河川敷清掃イベ
ント（草刈など）を継
続します。

・鶴見川関連団体との
連携

鶴見川沿いの緑化を進
めます。

・緑化推進 ・苗木などについては、横浜市
緑の協会や横浜市環境創造局
による補助を活用していきま
す。

桜並木を維持管理して
いきます。

・枝葉の剪定など、桜
の見守り活動

・大規模な剪
定など

中期 鶴見川沿いにベンチな
どの設置を進めます。

・ベンチなどの設置 ・市民、地域と横浜市が連携を
取りながら神奈川県に働きか
けていきます。
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７．アクションプラン 追加プロジェクト

４－⑥
名称 鶴見川河川敷でのイベント実施

場所 鶴見川河川敷

計画の内容

〇鶴見川河川敷は、東本郷地区さらには緑区の貴重な財産として、次の世代に継承していくとともに、区民の
憩いの場、自然体験の場として活用していきます。

〇具体には、改修が進められている円形花壇での花苗植えイベントや、どんど焼きを開催していきます。

赤字：Ｈ29.4追加
プロジェクト４ 緑の地域づくり

内容 市民・地域の役割 横浜市の役割 備考
短期 花苗植えイベントや、

どんど焼きなど、各種
イベントを開催してい
きます。

・イベントの開催

円形花壇
直径1.4Ｍ

長方形花壇
8.0×0.45

円形花壇（H29.3撮影）

花壇の現状どんど焼き 平成２７年１月


